
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

9月 6年生の活動 

８月28日 「美しい日本語の話し方教室」 

夏休み明け２日目の８月 28 日に学級ごとに「美しい日本語の話

し方教室」を実施しました。劇団四季の俳優３名によって、四季の

７０年を超える歴史の中から培われてきた方法論を通し、美しい日

本語の話し方について分かりやすく教えていただくプログラムで

す。授業の後半では、「ユタと不思議な仲間たち」のテーマ曲「友

だちはいいもんだ」を使って、歌詞を正しく伝える方法を教えてい

ただきました。 

授業を受けた子どもたちの感想を抜粋してご紹介いたします。 

【児童の感想】 

・普段、普通に話していた日本語だけれど、母音と子音の発音の仕

方、間の開け方で伝わりやすくなるということが分かりました。

私も実際に友達と話しているときに「何？」と言われたり、言っ

たりすることがあるので、その時は口を大きく開けて喋ったり、

母音をしっかり発音してハキハキしゃべりたいです。 

・劇団四季の俳優さんは、挨拶の時から、滑舌が良く、声も大きく

て聞き取りやすかった。 

・３人の俳優さんが丁寧に教えてくださったので分かりやすかった

です。劇団四季のミュージカルを見てみたいなと思いました。 

最後のスポフェスに向けて、全力スタート！ 
小学校生活最後のスポフェスにて、本格的に動き出しました。応援団について

は、学年の児童が集う体育館で、意気込みを発表して、団長や副団長を含めて団

員を決めました。毎日、休み時間を使って、どんな応援歌にするのか、どんな応

援グッズにするのか等話合いを重ね、応援団の練習に取り組んでいます。 

 

演技「ソーラン節」では、どんなソーラン節にしたいのか、学年のみんなで話

し合い、「カッコ良いソーラン節にしたい！」「キレッキレの踊りにしたい！」

「最高学年として憧れられる姿を見せたい！」等、思いを共有しました。また、

「これまでの６年生を超えたい！」「４０周年のスポフェスを盛り上げたい」と

いう思いもあり、これまでのソーラン節とは違った取り組みも、子どもたちが考

えながら、練習に取り組んでいます。自宅で練習を重ねている子、筋肉痛と闘い

ながら腰を低くする子、「どっこいしょ」の掛け声を大きくする子等と、一人ひ

とり最後のスポフェスを最高の形で締めくくれるように頑張っています。子ども

たちの姿に乞うご期待下さい。 


